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膿疱を伴う紅皮型薬疹
カルバマゼピン，メロキシカム

60歳，男．2006年2月中旬，左下顎部痛で脳神経外
科を受診し，三叉神経痛の診断でカルバマゼピン
を処方．2週間後よりバクロフェン，メロキシカム，
センノシドを追加処方．2日後に全身に瘙痒を伴

う紅斑，丘疹が出現し薬疹疑いで5日後より全薬
剤中止．顔面を含む全身に瘙痒を伴う丘疹，紅斑
を認め，ほぼ紅皮症状態であった．
（加藤　威ほか：皮膚病診療　32：851，2010）
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